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問合せ　子育て・健康推進課
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冬の入浴中の事故に要注意！
　１１月から４月にかけての寒い季節、入浴中に気を失い、浴槽の中で溺れる事故が多くなります。特に高齢
者は注意が必要です。入浴中に溺れて亡くなる方は、交通事故で亡くなる方より多くなっています。入浴中の
事故を防ぐポイントを紹介します。

冬に入浴事故が多くなる理由
Ｑ：なぜ冬に高齢者の入浴事故が多くなるのか？
Ａ：急な温度差による血圧の急激な変化があるから
  暖房の効いた暖かい部屋から、冷え込んだ脱衣所で衣服を脱ぎ、さらに浴室も寒いと、
急な温度差により血管が縮まり血圧が一気に上昇します。その後、浴槽に入り体が温まっ
てくると血管が広がり、血圧が下がります。この急激な血圧の変化によって、一時的に脳
内に血液が回らない貧血の状態になり、一過性の意識障害を起こし、浴槽内で溺れて死亡
するケースが報告されています。

入浴中に溺れる事故を防ぐ方法

入浴前に脱衣所や
浴室を暖める

　急激な血圧の変動を防ぐため、
お風呂を沸かすときに暖房器具な
どを使い脱衣所や浴室内を暖めて
おきましょう。
　浴室に暖房設備がない場合は、
お湯を浴槽に入れる時にシャワー
から給湯する・浴槽のお湯が沸い
たら十分にかき混ぜて蒸気を立
て、ふたを外しておくことで浴室
内を暖めることができます。

湯温は４１℃以下、お湯につかる

時間は１０分までを目安にする

湯温計やタイマーなどを活用し
て、湯温、部屋の温度、入浴時間
など普段意識しにくい部分につい
て『見える化』することもおすす
めです。

浴槽から急に
立ち上がらない

　入浴中は体に水圧がかかってい
るので、急に立ち上がると体にか
かっていた水圧がなくなり、圧迫
されていた血管が一気に拡張し、
脳に行く血液が減ることで脳が貧
血のような状態になり、意識を
失ってしまうことがあります。
　浴槽から出る時は、手すりや浴
槽のへりなどを使ってゆっくり立
ち上がるようにしましょう。

食後すぐの入浴や、飲酒後、

医薬品服用後の入浴は避ける

　体調の悪い時
や、精神安定剤、
睡眠薬などの服用
後も入浴は避けま
しょう。

お風呂に入る前に、同居す
る家族にひと声かける

　入浴中に体調の悪
化などの異変があっ
た場合は、同居者に
早く発見してもらう
ことが重要です。

家族は入浴中の高齢者の
動向に注意する

　家族は何か異常を
感じたらためらわず
に声をかけるように
しましょう。
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